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研究成果の概要（和文）： 1990 年代以降のグローバリゼーションの進展とともに、日本・韓国・ドイツでは、
輸出指向型製造業が競争力の中心的位置を占める一方、国内では経済のサービス化が急速に進んだ。この過程で
労働法や社会保障制度及び労働組合の保護や規制から排除され易いインフォーマルな就業や非正規雇用が増加し
ており、その傾向は女性に顕著である。そこで、本研究では、３国におけるサービス業、特に女性非正規労働者
が多く従事するスーパーマーケットと介護労働、銀行業を取り上げ、雇用・労働条件や働き方の実態について国
際比較研究の視点から分析した。さらに、彼女達の労働組合への組織化の試みや労働組合の役割についても考察
した。

研究成果の概要（英文）：　　With the progress of globalization since the 1990s, the domestic economy
 has rapidly shifted to service industries in Japan, Germany and Korea, while the export-oriented 
manufacturing industry has remained the center of the economy's competitiveness. In this process, 
informal and non-standard employments, which are easily excluded from trade unions and the 
protection or regulation of labor law and social welfare systems, have increased. This tendency has 
been most noticeable among female workers in these countries. Therefore, through this international 
comparative study, we concern the actual situation of employment, working conditions and work in the
 service industries in these countries, especially in supermarkets, care giving and banking, in 
which many female irregular workers are working. Moreover, we examine the attempts to organize 
female non-standard workers and the role of their trade unions in these countries. 

研究分野：ジェンダー
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１．研究開始当初の背景 
1990 年代以降、全世界的にグローバリゼ
ーションが急速に進展し、それに対応するた
め多くの国々、企業では労働市場の規制緩和
政策が取られた。その結果、新興工業国、先
進国を問わず、失業率が急速に高まり、失業
が長期化すると同時に、労働法や社会保障制
度及び労働組合の保護や規制から排除され
たインフォーマルな就業や非正規雇用が急
増した。その傾向は女性に顕著である。 

 
２．研究の目的 
(1）日本、韓国、ドイツでは、共通して輸出
指向型製造業が競争力の中心的位置を占め
る一方、国内では経済のサービス化が急速に
進んだ。そこで、サービス業、とくに女性非
正規労働者が多く従事するスーパーマーケ
ットと介護労働、銀行業を取り上げ、雇用・
労働条件や働き方の実態について、国際比較
研究の視点から考察することを本研究の目
的とした。 
 
(2）(1)と関連して、女性非正規労働者を組織
化する労働組合の試みや、その役割について
も日本・韓国・ドイツの 3国を比較すること
でより鮮明に浮き彫りにしようとした。 
 
３．研究の方法 
(1)主に先行研究や文献資料の渉猟を通じた
文献研究 
 
(2)政府統計データやその raw dataを用いた
マクロ統計の計量分析 
 
(3)スーパーマーケット、介護事業所、銀行
業における労働者、労働組合、人事管理担当
者及び、政府の労働政策・社会政策担当者、
政府のシンクタンク組織の研究者に対する
インタビュー調査を通じたケーススタディ 
 
４．研究成果 
(1) 法・制度や労働組合の保護や規制から排
除されていたり、あるいはそれらに包摂され
ている就業をインフォマリティ/フォーマリ
ティというスペクトラムの中に位置づけ、日
本、韓国、ドイツの就業体制を比較分析した。
これまで、統一的な基準でもって就業体制を
国際比較した研究はほとんど見当たらず、本
研究は、3 国における様々な雇用形態を 1 つ
の共通した基準でもって、それぞれの位置づ
け、意味づけを行った点で独創的である。 
 
(2) 日本・韓国・ドイツの地域研究者がスー
パーマーケット、介護現場、銀行におけるフ
ィールド調査を共に行い、これらのケースス
タディを通して、3 国の非正規労働者の雇
用・労働条件や働き方の実態を鮮明に浮き彫
りにすることができた。これまで、非正規労
働の国際比較はマクロ統計資料の計量分析
によるところがほとんどであったが、本研究

では非正規労働者の具体的な姿を明らかに
できた点においても貴重である。 
 
(3) 日本と韓国における、正規―非正規労働
者間のジェンダー構造についてはこれまで
も多く言及されてきたが、本研究では、ドイ
ツも含めて、3 国の非正規労働者内のジェン
ダー構造を明らかにした点が重要である。と
くに、韓国においては一口に非正規労働者と
いっても、女性非正規労働者が男性非正規労
働者よりも法・制度や労働組合から排除され
ている度合いが圧倒的に強く、ジェンダー構
造が顕著であることがわかった。 
 
(4) 定着性に恵まれず、孤立し分散して存在
する労働者の組織化には、コミュニティ・ユ
ニオンのように、働く人なら誰でもどこでも
一人でも加入できる個人加盟ユニオンとい
った組織化の方法が有効であることがわか
った。それだけでなく、労働者協同組合や社
会的協同組合といった協同組合や、社会的企
業による未組織労働者の組織化が日本と韓
国で着実に進んでいることが明らかにされ
た。 
 
(5) 労働基準法を始めとする労働法や、あら
ゆる社会保障制度から排除され、労働者性も
認められないもっともインフォ―マル
(informal)な性格の強い労働者には、3国に共
通して外国人労働者が多いことがわかった。
とくに、これらの労働者は低賃金、長時間労
働及び劣悪な労働環境下で働かなければな
らない、もっとも脆弱な（＝precarious）労
働者であり、彼女ら、彼らを組織する団体も
少なく力も弱い。ここに、国際比較の基準で
ある informality/ formality という概念と、
その実態的な表現形態である precarious 概
念との関係性、相関性が明らかになった。 
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